
田植えを終えて､､､

園長 内野彰裕
●通常保育に向けて
６月の保育再開後は感染防止対策として、また心も体も幼稚園生活に慣れてい

く準備期間として、分散登園･保育を行ってきました。休園期間中にご家庭で登園
に向けての準備をしていただいたことで、子どもたちも園生活の流れに慣れ、で
きる活動も日々増えてきております。
これまでの準備期間を踏まえ、７月は通常保育を予定しております。（ただし、

地域の感染状況や行政の通達によっては変更になる場合がありますことをご了承
ください。） 通常保育になると、園生活の時間も活動内容も増えていきます。
お子様も疲れやすくなりますので、ご家庭では充分な休息と睡眠をとっていただ
きますようお願いいたします。
また、園でも引き続き感染防止対策をとってまいりますが、保育の中ではどう

しても３密を避けることができない場面も生じます。既に通常保育を行っている
園では、風邪などの流行により学級閉鎖となった例もあるようです。新型コロナ
ウィルスだけでなく、他のウィルスや風邪などの流行を防ぐためにも、少しでも
体調が悪い場合は登園を控え、ご家庭で様子を見て頂きますようお願いいたしま
す。また、ご本人だけでなくご家族で体調の悪い方がいらっしゃる場合も、同様
の対応をお願いいたします。別紙で

をお配りし
ました。特にご家庭で気をつけて頂きたい箇所には
黄色マーカーを記しておりますのでご確認ください｡
今後、第二波の流行も懸念され、決して気を緩め

ることはできませんが、子どもたちが少しでも安心
して新たな日常を送ることができるよう見守ってま
いります。どうぞ保護者の皆様のご理解とご協力を
お願い申し上げます。

●日々の生活を通した「学び」を大切に
今後の行事についてはYurikago通信やメールなどで随時お知らせしてまいりま

すが、通常保育になるにあたりまず重要視すべきは、「日常の生活」を確立する
ことです。これまで分散保育の中で行ってきた生活が、今後通常保育となった中
でも行っていくためには、まだ課題が多くあります。一方で新たな発見も多く、
例えば、これまで当たり前のように行ってきた生活のルーティンや活動の一部を
省略したことで行動がシンプルになり、それが子どもにとっての「活動のしやす
さ」に繋がっている面も見られます。また、子どもは子どもなりに、「コロナ禍
であるからこそ感じること、考えること、学ぶこと」があると感じています。こ
の状況を子どもたちが「我が事」として捉え、主体的に取り組んでいく機会にし
たいと思います。例えば、手洗いの必要性や友達との距離感、声の大きさの調節
などは、「先生から言われるからする」のではなく、「自分でその必要性を感じ、

行動に移していく」という様子が、学年を問わず既
に見られます。こうした姿を友達同士で意識し合い
伝え合うことによって、クラス全体が意識を高め、
成長していくことが期待されます。そのためには、
子どもの「どうして？」という疑問に対し、大人が
丁寧に聞いてあげ、対話を重ねていくことが大切で
す。このように、たとえ人との「物理的距離」があ
ろうとも、集団の特徴である協調性や協同性は育まれていくと考えています。
７月は行事などの成果発表に重きをおくよりも、日常の生活の積み重ねによる

「子ども主体の学び」に重きをおいて保育を行っていきたいと考えております。
どうぞご理解を頂きますようお願い申し上げます。
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６月の遊びと生活 遊びや活動の詳細は、ブログに随時掲載していきます
のでぜひご覧になって下さい！


